
印刷して学⽣
みなさんで

お読みください︕

私たちは持続可能な開発⽬標(SDGs)を⽀援しています。
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取り組み概要
●学⽣委員会てんぽ♪局オリジナルメニュー考案企画
⽇程：10⽉3⽇（⽉）〜10⽉8⽇（⼟）
場所：(豊中)図書館下⾷堂(吹⽥)ファミール(箕⾯)レインボー
●かき氷提供企画
⽇程：10⽉11⽇（⽕）〜10⽉14⽇（⾦）
場所：カフェカルチエ

POINT.1

かき氷提供企画では、2種類の味が⽤意され、学⽣委員が注⽂を受
けてその場で氷を削り、組合員のもとにかき氷が提供されていました。
計240⾷を売り上げることが当初の⽬標でしたが、計287⾷を売り上
げたため、企画⽬標は⼤きく達成されていました。
組合員に魅⼒が伝わるよう情報宣伝において⼯夫がなされ、さらに

学⽣委員が⾷堂の活動に関わり、より多くの組合員に⾷堂を利⽤して
もらえるよう学⽣主体で運営参加を呼び掛ける取り組みがなされてい
ました。

学⽣考案のメニューを販売

POINT.2

期間限定で各キャンパスに丼メニューが登場しました。全て阪⼤GI
てんぽ♪局発案のオリジナルメニューで、豊中キャンパスは「おまち
かねレモン丼」、吹⽥キャンパスは「おなか吹⽥丼」、箕⾯キャンパ
スは「みのおいしいチキン丼」というユニークな名前が付けられまし
た。
「おなか吹⽥丼はおもろい」、「おまちかねレモン丼のレモンが

すっぱかった」、「みのおいしいチキン丼⾟くて汗かいた」、「みの
おいしいチキン丼マジおいしい」などの意⾒がSNS上で⾶び交い、組
合員とのつながりが⽣まれていました。

組合員の興味を引き付ける⼯夫

背景や概要：本企画を通して⾷堂の利便性の
認知度を⾼め、その利⽤を促すことにより、
⼤学での⾷事の充実を図る。また、学⽣委員
が⾷堂の活動に関わり、⼤学⽣の好みにより
⼀層合った企画を提案することで、より多く
の組合員に⾷堂を利⽤してもらうことを⽬標
とする。

ご質問や[ Kʼs NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください︕

ブロック学⽣事務局 [ 中村 憲太郎 ] 
Nakamura.Kentarou@univ.coop

POINT.3
職員から⾷堂のメニューのフォーマットを共有してもらい、⾷堂メ

ニューとして出⾷提供がなされていました。
全キャンパス累計で 4000 ⾷売り上げる、もしくは選択率が 15％以

上であることが当初の⽬標でしたが、累計売上4492⾷、選択率
15.4％であったためこちらも企画⽬標は⼤きく達成されました。
このように、組合員にとって⾝近な存在である⾷堂店舗を、職員と

学⽣が協⼒して盛り上げている点が教訓的でした。

職員と学⽣の連携
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